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以下の項目について，あなたにもっとも当てはまる番号に〇をつけてください。 
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1) 
介護者は、介護をしている相手に対して否定的な考えをもつべきで

はない。 
１ ２ ３ ４ ５ 

2) 
私は、身内に対して行っている介護について、不快に思ったことは一

度もない。 
１ ２ ３ ４ ５ 

3) 

私は、他の家族や親族が自分勝手に行動しているとは考えないよう

にしている。「彼らの方が忙しいし、大変だろうから、みんなも自分

の生活があるから…」などと考えることで、いつも彼らを許してしま

う。 

１ ２ ３ ４ ５ 

4) 私は、介護をしている相手に対して腹を立てることに耐えられない。 １ ２ ３ ４ ５ 

5) 
介護者は、介護をしている相手に対して拒否感や不快な感情を抱く

べきではない。 
１ ２ ３ ４ ５ 

6) 
介護者が、介護をしている相手に対して否定的な考えを持つことは

普通のことである。 
１ ２ ３ ４ ５ 

7) 

介護をしている相手に対して、あるいは介護者としての自分の状況

について良くない考えが浮かび始めると、私はいつもそのような考

えを避けようとしたり、気をそらそうとする。 

１ ２ ３ ４ ５ 

8) 
自立が困難な身内を介護しているときに、ストレスを感じたり、憂う

つな気分になることは普通のことである。 
１ ２ ３ ４ ５ 

9) 
私は、介護をしている相手に対して抱く感情や考えに対して怖さを

感じる。 
１ ２ ３ ４ ５ 

10) 
私は、介護に関して否定的な感情を抱いたときは、そのような感情が

できるだけ早く消えるように、他のことをして忙しくしようとする。 
１ ２ ３ ４ ５ 

11) 
介護をしている相手に対して否定的な考えが浮かんだときは、介護

者はそのような考えを無視するのが一番良い。 
１ ２ ３ ４ ５ 

12) 
私は、介護をしている相手に関して否定的な考えが浮かんだときは、

その考えを無視する傾向がある。 
１ ２ ３ ４ ５ 
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13) 
介護をしている相手や他の親族に対して生じる否定的な感情に気を

とめて、それについて分析することは、介護者にとって有害である。 
１ ２ ３ ４ ５ 

14) 
自分の介護状況について感じたり考えていることについて考えすぎ

るのは、介護者にとって有害である。 
１ ２ ３ ４ ５ 

15) 

何らかの助けが必要な「困難な介護の状況」にあっても、身内との衝

突につながる可能性があるのであれば、私はそのことについて彼ら

に相談したくない。 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

⚫ 下位尺度との対応 

➢ 積極的回避行動：3，7，10，11，12，15 

➢ 被介護者への否定的な感情・認知への不寛容：1，2，4，5 

➢ 介護に関連するネガティブな内的体験に対する心配：6，8，9，13，14 

※ 逆転項目なし 
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